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実践活動報告 資料
	① わかやま楽落会
	2/20、2/21、2/27、2/28

【発表】栗本哲志さん、内海敏雄さん、池田信義さん
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	・高齢者施設での寄席

・個人宅に訪問する訪問寄席

・こども落語ワークショップ（きのくに学習協議会）

・お笑い福祉士、スマイルボランティア情報交換会

・男女共生講座（県男女共同参画推進課と連携）

・災害復興ボランティア（県ボランティア協会）

・県立図書館メディアアートホールでの寄席

・旧中筋家寄席（文化振興課と連携）

・県内各地での寄席


	② 八起会　本脇支部
	2/21、2/28

【発表】大西一男さん
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	和歌山大学シニアエクササイズ８期生のうち、本脇近くの有志で組織したシニアエクササイズの会です。

毎日のラジオ体操、毎週木曜日のシニアエクササイズ、毎週水曜日の老人ホーム慰問が主な活動です。

歌とダンスを織り込んで、楽しくやっています。


	③ 護身＆健康体操サークル
	2/21
【発表】中村四郎さん
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	年齢や性別に関係なく、いつまでも健康で動ける身体であってほしいとの思いからできたサークルです。

地域の活動が主ですが、依頼があれば園や学校、介護施設等にも出向き、参加者同士で会話を楽しみながら、楽しく活動しています。

	④ 磯の浦ネオポリス自治会シニアトレーニング
	2/21

【発表】中川裕公さん
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	活動開始：平成２１年９月１７日

活動場所：磯の浦ネオポリス自治会館

活動頻度：月２回（第１、第３木曜日）19:00～20:30

人　　数：２０名（男性８名、女性１２名）

運　　営：磯の浦ネオポリス自治会

施設担当者：中川裕公

活動内容：和歌山大学における介護養成教室で受けたトレーニング内容を中心に、脳トレ、筋トレが同時にできるシニアエクササイズです。参加者の表情が生き生きとしてきました。自分たちの健康の大切さを参加者自身が実感しています。


	⑤ 和歌山シニアエクササイズ　一期会
	2/28

【発表】中川裕公さん
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	活動開始：平成１９年６月１４日

活動場所：和歌山市中央コミュニティセンター

活動頻度：月１回（木曜日の月と土曜日の月を交互に実施）9:00～12:00
人　　数：３５名（平均年齢：７４歳）※会則あり

会　　費：２００円

活動内容：和歌山大学における介護養成教室で受けたトレーニング内容を中心に脳トレ、筋トレが同時にできるシニアエクササイズです。参加者の表情が生き生きしてきました。自分たちの健康の大切さを参加者自身が実感しています。会員の平均的な体力年齢は自分の年齢より平均２５歳若いです。


	⑥ 砂山地区老人クラブ連合会
	2/28

【発表】樫原雅忠さん
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砂山保育所交流会「豆まき」[image: image7.jpg].





端ノ丁公園「勉強会」

	「災害に強く、安全で安心して暮らせる、次世代を育てる魅力あるまちづくり活動」を展開しているＮＰＯ法人砂山バンマツリなど各種団体と連携して、砂山地区にある公園などの緑化・美化活動。コミュニティの大切な場である公園の機能再編をテーマにワークショップ、勉強会を開催して公園の将来像づくりを行いました。また、保育所・小学校の子どもたちと、昔遊び、餅つきなどの交流活動などを通じて、地域の絆の輪を広めています。


	⑦ 和歌山菊の会
	2/28

【発表】小嶋敏夫さん
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	和歌山城公園内にて和歌山市と菊の会との共催で菊花展を実施します。菊花を一堂に集め、一般市民の観賞に供し、菊花の普及と栽培技術の向上を図り、市民の憩いの場として開催しています。

場　　所：和歌山城表坂登り口

開催期間：１０月～１１月（約１ヶ月）


	⑧ 和歌山高齢者生活協同組合
	2/27

【発表】梶村進さん
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	「人生の完成期　輝いて生きる」をテーマに、「ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために」をモットーとして、地域の元気な高齢者が集まることでお互いさまの助け合いが自然と生まれ、一人でいる時間が少なくなり、より健康で元気な日々を送れる一助を成せるような活動を行っています。


	⑨ ＮＰＯ法人ほっとタウン有功
	2/27

【発表】宮本佳子さん
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	有功地区を少しでも住みやすいまちにするため、地区内の地域資源を活かしながら次の事業を行っています。
１．ボランティア・リーダー養成講座

２．いきいきサロン運営（地域に１２箇所のサロン）

３．友愛訪問活動（ちょっとした生活援助の支援活動（１時間６００円））

４．移動支援サービス（通院などの移動支援）

５．安否確認（週１回の配食及び見守り）

６．ほっとたすけあいサービス（日常生活相談）

７．コミュニティ・カフェ「ほっと」（地域交流サロン）の運営

８．「にぎやかハウス」の運営（民家の一室を借上げ高齢者等の居場所の開設）


	⑩ 雑賀地区老人クラブ連合会
	2/20
【発表】山本隆造さん

	１．新たな知恵を出そう！！
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	１．新装になった秋葉山プール施設の見学

　【参加者】１２０名　弁当つき　個人負担あり

２．花王工場見学会の実施

　【参加者】１０２名　バス送迎あり

３．健康ウォーキングの実施

　【参加者】毎回３０～４０名

明光通り・秋葉山登山・秋葉山裏坂・忠霊塔・養翠園等のコース等、旧家の見学・頂上体操・寺社仏閣等解説・平和資料館見学

４．寿大学（公民館活動）等への参加

　【参加者】毎回４０～５０名　※年５回

積極的に参加者を推進し、日常の興味のある話題を提供

（老人クラブ会員増強）

・獲得目標人員１０人設定し、女性副会長との協働作業により加入増１６名、退会６名、差引純増１０名獲得

・駄目元で一声かけよう。女性会員の努力に負うところが大きい

・目標を立て成し遂げるという会長のヤル気が基本

・食事会年３回実施し、会場で相互の親善と意見交換を図っています。

・共通して言えることは人生永年の体験を活かし、知恵と汗をかくことが一番大切と思います。


	⑪ 西山東地区防災減災協議会
	2/27

【発表】川上清彦さん
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	テーマ「要援護者の地域対処整備の取組み」
「災害に強い町づくり」をテーマとして、

「防災ワークショップ｣の開催を開催しました。
その後、地域独自で｢防災・減災協議会｣を立上げ、共助の一つとして、本テーマに取り組みました。
　①要援護者登録
②要援護者マップの作成

③支援体制づくりが主な内容です。
今後は、

①｢日常の支援活動｣
②｢災害時の支援体制づくり｣を実践すべく、訓練の実施・ブラッシュアップをしていく予定です。


	⑫ 和歌山高齢者生活協同組合　紀和庵
	2/28

【発表】平井明子さん
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	紀和庵は地域の居場所として、火曜・木曜の週２回活動しています。活動内容も月１度の会議で参加者が決めています。３月の行事は、ひなまつり、ヨガ、おりがみ、フラダンス、エンディングノート作成、名曲キッサ、花見など盛り沢山の内容になりました。参加人数は１０～２０名程です。


	⑬ 山東まちづくり会
	2/27

【発表】滝本守さん
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竹灯夜2015ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄin 四季の郷
最優秀賞　森 和代
	山東まちづくり会は、和歌山市にある山東という地域を盛り上げる会です。
ｽﾛｰｶﾞﾝ：わかやま・感動（Ｃan do）・山東（Ｓun do）
テーマ：地域を活かした地域づくりの推進
　貴志川線沿線、熊野古道、四季の郷公園など
主な活動
・四季の郷クラフトフェア（４月）
・竹燈夜in四季の郷（８月）
・紀州山東　案山子めぐり（１０月）
・四季の郷収穫祭（１０月）
・紀州山東・裸詣り（１月）
・耕作放棄地へ植栽　菜の花、ひまわり、コスモス



	⑭ 和歌山中央医療生活協同組合　生協芦原診療所
	2/27、2/28
【発表】里崎祐子さん
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	当院では「出会い・ふれ合い・支え合い」「地域まるごと健康作り」をモットーに、健康作り、保健予防活動、地域の支え合い活動に力を入れています。
２ヶ月に１回地域住民の方に呼びかけてボランティア手作りの「昼食会」、また地域の集会所で喫茶店、シニアエクササイズ、太極拳、セラバンド体操、ヨガなどのサークル活動、各地区で行う「街角健康チェック」（看護師やケアマネによる相談も行っています。）、皆様に関心のある認知症についての学習会（講師　医師）や認知症予防の脳トレ講習会（講師セラピスト）認知症サポート養成講座も地域に参加を呼びかけて各地区の自治会館、連絡所で実施しています。


	⑮ ＮＰＯ法人ＷＡＣわかやま
	2/20、2/21、2/27、2/28

【発表】中村富子さん
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	ふれあいの居場所「ほっこりさん」（美園商店街内）を拠点に活動しています。

「助け合いほっこり」の「助け合いサポート事業」では、日常生活のちょっとした困りごと(部屋片付け、掃除、洗濯、食事づくりなど)を抱える方に対して、登録メンバーが必要な支援を行っています。

登録メンバーは「生活・介助支援サポーター養成講座」や「子育てサポーター育成講座」を受講した方で構成されています。
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申込順に掲載しています。
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